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　私が勤務する京都すばる高校には「グローバルビジネス」という商業科目
（学校設定科目）があり、開発途上国のソーシャルビジネスを主に取り扱っ
ている。その授業内で、アフリカで起業した日本人や、そのビジネスプラン
を紹介したいと思い、本書を手に取った。

　主人公である仲本千津さんは、アフリカのウガンダで伝統的に使われてい
る布や柄を使ったバッグを製造し、日本で販売する「RICCI EVERYDAY

（リッチー エブリデイ）」の創業者である。仲本さんは幼いころの悲しい体
験から、「人の命を救いたい」という思いを持つようになった。医者になっ
て病気を治す、国連職員になって戦争をなくす…そんな数々の夢を経て、仲
本さんが選んだのは「社会起業家」だった。本書は単にある女性の進路実現
ドキュメンタリーではなく、ビジネスで人の命を救うことは本当にできるの
か、という大きなテーマについても私たちに考えさせる一冊となっている。

　内容は11の章に分かれている。
第１章　社会起業家、仲本千津
第２章　「私、国連で働く！」
第３章　銀行からアフリカ支援NGOへ
第４章　起業
第５章　おかあちゃん 百貨店飛び込み営業事件
第６章　原石が宝石に変わるとき
第７章　罪深きファッション業界
第８章　ウガンダのためにも、日本のためにも
第９章　救えなかった命
第10章　夢見る力
第11章　 平和をつくるバッグ

「アフリカで、バッグの会社はじめま
した」
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〇　経験のデメリット
　　・見落としているものができやすい
　　・無視すべきものが見えにくくなる
　　・いったん学んでしまうと、忘れることが難しい
　　　　→　これらが経験バイアスとなってしまう

　筆者は、結びで「経験は、確かに、信頼できる教師、かけがえのない友人、
なくてはならない味方になってくれる。経験は大切な情報源なのだ。経験か
ら得られる教訓は、私たちの選好や認識を形成する一翼を担っている。だか
らこそ、経験にはバイアスがかかっていることを認識し、どんな環境下で得
られた教訓なのかを、批判的な目で見ることが極めて重要なのだ。」と述べ
ている。経験に頼りがちな私も教訓としたい一冊である。

　　序章　経験はすばらしい教師だ
　　　　　　― が、そうではないこともある ―
　第１章　人をあざむくストーリー
　　　　　　― 経験が単純すぎる物語になるとき ―
　第２章　ひらめきの喪失
　　　　　　― 経験が創造力を削いでしまうとき ―
　第３章　リスクに気づかない
　　　　　　― 経験が危険を隠してしまうとき ―
　第４章　見せかけの自由
　　　　　　― 経験が選択の幅を狭めるとき ―
　第５章　心地よければやってよし
　　　　　　― 経験が節操を失わせるとき ―
　第６章　百発百中の魔弾
　　　　　　― 経験が成功の秘訣の幻想をもたらすとき ―
　第７章　幸せの妨げ
　　　　　　― 経験が満足を損なうとき ―
　　結び　経験コーチの知恵
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　教職に就いて久しいが私が現場で意識していること、それは生徒に対して
如何に「面白い」を伝えるかである。

　意識するようになったきっかけは自身の教育活動だ。教壇に立ってから10
年ほどは、生徒に知識と技術を教授することが最も重要で、生徒が「面白い」
と感じているかどうかなど気にしたこともなかった。２校目の赴任先で担当
した「課題研究」は生徒に個人研究をさせていたのだが、ある年に誰一人と
して簿記会計分野をテーマに挙げる者がいなかったことに気づいた。３年間
で簿記会計分野の授業に10単位もかけたにも関わらずだ。財務情報を企業経
営や市場と結びつけることで簿記会計分野が面白くなるということを全く伝
えていなかった自分を、大いに反省したのを記憶している。生徒が学校で過
ごす時間を有意義に感じるためには、私たち教師が「面白い」授業を提供し
なければならないし、「面白い」と感じてもらえるような仕掛けも研究しな
ければならない。私は自分の経験からどの科目においても、できる限り「面
白い」授業を意識するようになった。

　「面白い」という言葉には、「興味をそそられて、心が引かれるさま」とい
う意味が含まれている。この言葉どおりの「面白い」授業の実現を私たち教
師は追求し続けているのだが。
　生徒の興味は多種多様なので、教師が教授する内容と生徒の興味を結びつ
けるのは一筋縄ではいかない。また、心が引かれる授業とは用意したコンテ
ンツのみならず、授業の構成や生徒の感情に訴える仕掛けも必要だ。このよ
うに、理想とする授業の実現はなかなか困難を極める。

　さて本題に入ろう。私がオススメする本の著者である佐々木氏はNHKの

「「面白い」のつくりかた」

著者　佐々木　健一
出版　新潮新書
発行  2019年９月13日

　第１章から３章までと９章が起業までの生い立ち、４章から８章までが起
業後の日々である。本書は仲本さん自身によって書かれたのではなく、作者

（江口氏）が仲本さんにインタビューしたりビジネスの現場を見たりして、
それをまとめたものである。そのためある種の「自分語りの熱量」には欠け
るのかもしれないが、客観的で明るく、テンポのよい文体で進んでいき、中
高生にも読みやすい。実際に江口氏も、「自分の将来のことを考えはじめる
年ごろの女の子を、千津さんがそっと後押ししてくれるような本」を作りた
かったと書いている。また、仲本さん自身のことだけでなく、ウガンダの社
会問題やファッション業界が抱える構造的課題、コロナ禍での経営危機など、
内情をしっかりと伝えながらも、過度に悲観的・専門的にならず、平易な表
現となっているのも特色といえる。

　私は、仲本さんの素晴らしいところは、①したいことができたら、大きな
声で周囲に言う　②自分の弱み（できないこと・苦手なこと）を隠さない　
③「失敗は存在しない」と考える、という３点だと思う。①や②によって、
周囲が思わぬ情報や人脈をもたらしてくれたり、手を貸してくれたりする。
③については、仲本さんが「次に何かをするときに生かせればそれは失敗と
は言わない」と話している。これは、何かを決断するときの「相談はするが、
最後は自分で決める」という行動とセットではないか。そうでなければ、「誰々
の言う通りにしたのにうまくいかなかった。失敗だ」となる。
　これら３点は起業家にとってとても大切で、なかでも③は大小様々な決断
を日々迫られる経営者には不可欠な思考であろう。同時に、目の前にいる生
徒たちに伝えたい考え方でもある。

　読後、本書が今年度の「青少年読書感想文全国コンクール」の課題図書と
して選定されていることを知った。次々に仕事を変え、起業した仲本さんの
生き方を、生徒たちは驚きをもって読むかもしれない。何しろ一部の大人が
言いがちな「大企業に入って、定年まで勤めて…」とは真逆の生き方である。
しかし、実は仲本さんの「人の命を救いたい」という思いは全くぶれていな
い。その軸さえあれば、仕事は変わっていい。すべての「変わる経験」は未
来につながる。そう信じる大人から、そう信じてほしい子どもたちへ贈る一
冊である。
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